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10 今月の主な内容
●令和元年度 中川村 決算報告（Ｐ２－Ｐ５）
●下平達朗教育長退任　後任に 桐俊男さん（Ｐ６）
●「第３次環境基本計画」を策定しました（Ｐ８）
●９月中川村議会定例会（Ｐ９）

中川中学校　第45回牧ヶ原祭　９月25日（金）・26日（土）
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令
和
元
年
度  

中
川
村  

決
算
報
告

村民税
43,506円

固定資産税
46,967円

その他
183円

村 税

軽自動車税
4,635円村たばこ税

4,379円

R１村税の状況
総額 4億8,300万円
村民１人あたりの村税
税目など 金　額

村　民　税 43,506円
固定資産税 46,967円
軽自動車税 4,635円
村たばこ税 4,379円
そ　の　他 183円
税　全　体 99,670円

村税　　　　　　住民税、固定資産税、軽自動車税など
分担金・負担金　事業実施により利益を受ける人が負担するもの
使用料・手数料　公共施設の利用料、各種手続きにかかる料金
地方譲与税　　　一旦国税として徴収され、その後市町村に交付される税
各種交付金　　　一旦国県税として徴収され、その後市町村に交付される交付金
地方交付税　　　地方ごとの格差是正のため国から交付される交付金
村債　　　　　　資金調達のための借入金

自主財源
10億9，293万円

（27.3%）
依存財源

29億485万円
（72.6%）
歳入総額

39億9,778万円

分担金・負担金、使用料・手数料
8,953万円（2.2%）

地方譲与税
5，242万円

（1.3%）

各種交付金
1億1，726万円

（2.9%）

村税
4億8，300万円

（12.1%）

地方交付税
18億1，807万円

（45.5%）

国庫支出金
1億8，122万円

（4.5%）

県支出金
2億6，498万円

（6.6%）

村債 4億7，090万円（11.8%）

（※）その他
5億2，040万円

（13.0%）
（※）その他の内訳
繰入金
2億4，545万円（6.1％）
財産収入
996万円（0.2％）
寄附金
326万円（0.1％）
繰越金
2億2，371万円（5.6％）
諸収入
3，802万円（1.0％）

歳
　
入

　

歳
入
の
構
成
は
、
村
税
な
ど
自
主

的
に
調
達
で
き
る
「
自
主
財
源
」

と
、
国
県
支
出
金
や
交
付
税
な
ど
国

や
県
の
意
思
決
定
に
よ
り
調
達
で

き
る
「
依
存
財
源
」
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
総
額
は

10
億
９
，２
９
５
万
円
で
、
２
億
３
，

３
８
１
万
円
（
27
・
２
％
）
の
増
額
、

依
存
財
源
の
総
額
は
29
億
４
８
５
万

円
で
３
億
２
，７
０
０
万
円
（
12
・

７
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

　

県
支
出
金
は
、
担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
事
業
の
実
施
に
よ

り
５
，７
６
４
万
円
（
27
・
８
％
）

の
増
額
、ま
た
、基
金
の
見
直
し
に

伴
う
繰
り
入
れ
に
よ
り
、
繰
入
金

は
１
億
４
，２
０
０
万
円
（
１
２
，

１
７
２
・
５
％
）
の
増
額
、
村
債

も
過
疎
債
、
辺
地
債
、
臨
時
財
政

対
策
債
な
ど
の
増
に
よ
り
１
億
９
，

０
６
０
万
円
（
68
・
０
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生

応
援
税
制
）
が
あ
っ
た
前
年
度
か
ら

２
，４
５
４
万
円
（
88
・
３
％
）
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村民１人あたりの村税

歳 入 の
用語説明

※R2.3.31現在人口
4,846人

　

令
和
元
年
度
村
の
会
計
決
算
が
９

月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
貴
重
な
税
金
な
ど
を
有
効

に
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

は
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
や
、
給
食
セ
ン
タ
ー
事
務
室
な
ど

の
改
修
工
事
な
ど
の
事
業
に
加
え

て
、
基
金
の
見
直
し
を
行
っ
た
た

め
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。

一般会計
　歳入総額　39億9,778万円（前年度比+16.3％）
　歳出総額　37億6,392万円（前年度比+17.1％）
　差　　引　　2億3,386万円（前年度比　+4.5％）
　　《実質収支額1億8,305万円の黒字》
※実質収支額とは収支差から翌年度へ繰り越す事業の一般財源5,081万円を引いたもの

◎決算額は、令和元年度地方財政状況調査（決算統計）によります。
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性質別

義務的経費
12億3，570万円
（32.8%）

任意的経費
25億2，822万円
（67.2%）

歳出総額
37億6,392万円

（※）その他
3，173万円
（0.9%）

人件費
5億7，703万円
（15.3%）

扶助費
2億5，969万円
（6.9%）

公債費
3億9，898万円
（10.6%）

物件費
5億6，597万円
（15.0%）補助費等

4億5，187万円
（12.0%）

積立金
3億1，674万円
（8.4%）

繰出金
4億7，458万円
（12.6%）

普通建設事業費
6億8，733万円
（18.3%）

（※）その他の内訳
維持補修費
1，698万円
　　　　（0.5％）
災害復旧事業費
1，475万円
　　　　（0.4％）

目的別（※）その他の内訳
商工費
6，508万円（1.7％）
消防費
1億2，821万円（3.4％）
災害復旧費
1，475万円（0.4％）

歳出総額
37億6,392万円

総務費
9億92万円
（23.9%）

民生費
7億7，750万円
（20.7%）

衛生費
1億5，004万円
（4.0%）

農林水産業費
4億307万円
（10.7%）

土木費
4億6，479万円
（12.4%）

教育費
4億284万円
（10.7%）

公債費
3億9，898万円
（10.6%）

（※）その他
2億804万円
（5.5%）

議会費5，774万円
（1.5%）

歳　

出

　

歳
出
の
構
成
は
、
統
計
上
、
人
件

費
や
物
件
費
な
ど
、
ど
の
性
質
に
分

類
さ
れ
る
か
の
「
性
質
別
」
と
、
土

木
費
や
教
育
費
な
ど
、
何
の
目
的
で

支
出
さ
れ
る
か
の
「
目
的
別
」
に
分

類
さ
れ
、
さ
ら
に
性
質
別
で
は
、
公

債
費
な
ど
支
払
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
「
義
務
的
経
費
」
と
普
通
建
設

事
業
費
や
物
件
費
な
ど
任
意
な
事
業

に
支
出
す
る
「
任
意
的
経
費
」
に
よ

り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
義
務
的
経

費
の
総
額
は
12
億
３
，５
７
０
万
円

で
３
，４
５
３
万
円
（
２
・
９
％
）

の
増
額
、
任
意
的
経
費
の
総
額
は

25
億
２
，８
２
２
万
円
で
５
億
１
，

６
１
３
万
円
（
25
・
７
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

　

補
助
費
な
ど
で
は
、
担
い
手
確

保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
な
ど
に
よ

り
７
，２
５
７
万
円（
27
・５
％
）の
増

額
、普
通
建
設
事
業
費
で
は
、小
中
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
修
事
業
に
よ
り
２
億
４
，

７
６
２
万
円（
56
・
３
％
）の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
金
の

見
直
し
に
よ
り
積
立
金
が
１
億
４
，

６
８
６
万
円（
86
・
５
％
）の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
災
害
復
旧
事
業
費

は
、
７
月
の
豪
雨
や
台
風
24
号
の

災
害
の
あ
っ
た
前
年
度
か
ら
、
１
，

９
１
７
万
円（
56
・
５
％
）の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

議会費　　村議会の活動、報酬などに充てる費用
総務費　　村全般の管理、選挙、税事務に充てる費用
民生費　　高齢者、障害者、児童など福祉事業に充てる費用
衛生費　　健康管理、ごみ処理、環境対策に充てる費用
農林水産業費　　農業、林業や地籍調査などに充てる費用
土木費　　村道、河川、公園や村営住宅などの建設管理に充てる費用
教育費　　小中学校や各種文化施設などの管理運営に充てる費用

歳出（目的別）の用語説明
人件費　　議員報酬や特別職、職員給与など
扶助費　　社会保障制度の一環として支給する費用
公債費　　村債など借入金の返済に充てる費用
物件費　　賃金、物品購入や委託料などに充てる費用
補助費等　負担金、補助金、交付金や報償費に充てる費用
繰出金　　一般会計から特別会計などに繰出した費用
普通建設事業費　建設事業費に充てる費用

歳出（性質別）の用語説明

特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算

下水道関連２会計
（公共下水道事業・農業集落排水事業）

歳入総額　　　3億1,933万円（前年度比△11.5％）
歳出総額　　　2億8,888万円（前年度比△19.2％）
差　　引　 　 　  3,045万円（前年度比834.0％）
前年度に農業集落排水事業の管路工事があったこ
となどにより減額決算

社会保障関連３会計
（国民健康保険事業・介護保険事業・

後期高齢者医療事業）　　

歳入総額　  12億5,155万円（前年度比5.4％）
歳出総額　  12億2,443万円（前年度比4.1％）
差　　引　　 　 2,712万円（前年度比129.1％）
介護保険給付費の増加、および介護給付準備基金
積立金の増額などにより増額決算

水道事業会計（地方公営企業）
　　　　　　　　　　収益的収支　　　　　　　　 　   　　　　 資本的収支

歳入総額 1億3,280万円（前年度比0.4％） 2,115万円（前年度比145.1％）

歳出総額 1億1,118万円（前年度比△1.2％） 7,142万円（前年度比21.4％）　

差　　引 　　2,162万円（前年度比9.0％） △5,027万円（前年度比0.2％） 　

（資本的支出に不足する額5,027万円は、過年度分損益勘定留保資金4,591万円、当年度分消費税およ

び地方消費税資本的収支調整額436万円で補てん）

資本的収支における歳出の増加の主たる要因は、配水管新設および布設替に伴う工事請負費の増によるもの
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村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

自
然
た
っ
ぷ
り

　

笑
顔
た
っ
ぷ
り

　
　
　

や
す
ら
ぎ
の
村

中
川
村
の
将
来
像

【
第
５
次
総
合
計
画

（
２
０
１
０
年
度
～
２
０
１
９
年
度
）】

一
人
ひ
と
り
の

　

元
気
が
活
き
る

　
　

美
し
い
村

“
な
か
が
わ
”

建て替えられた消防団第１分団兼
第１部詰所（中組地区）

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度 

主
な
事
業

　

村
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
元
気

が
活
き
る
美
し
い
村“
な
か
が
わ
”」

を
目
標
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
に

の
っ
と
り
、
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
、
人
口
減
少
対
策
や
担
い
手
確
保

対
策
を
中
心
と
し
て
１
年
間
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
、
新

規
事
業
を
中
心
に
一
般
会
計
で
実
施

し
た
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

※
ほ
か
に
も
多
く
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
令
和
元
年
度
決
算
報

告
書（
役
場
・
図
書
館
備
え
付
け
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
安
心
し
て

元
気
に
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り

●
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事
業

補
助
金
（
７
件
）

�

３
５
８
万
円

●
産
婦
産
後
健
診
（
53
件
）

�

27
万
円

●
い
わ
ゆ
り
荘
ボ
イ
ラ
ー
設
備
な
ど

修
繕
工
事
お
よ
び
設
計
監
理
業
務

�
１
，５
３
７
万
円

●
小
中
学
校
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
（
Ｒ
１
繰
越
分
）�

�

６
，５
６
２
万
円

●
消
防
団
第
１
分
団
兼
第
１
部
詰
所

建
替
工
事
お
よ
び
設
計
監
理
業
務

�

２
，７
８
５
万
円

村
全
体
が

 

農
村
公
園
の

美
し
い
村
づ
く
り

●
公
園
管
理
（
大
草
城
址
公
園
・
天

の
中
川
河
川
公
園
な
ど
）

�

５
５
１
万
円

●
特
定
外
来
植
物
駆
除
等
業
務

　
（
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
）

�

71
万
円

●
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
協
議
会

お
よ
び
環
境
測
定
関
係
経
費

�

20
万
円

●
不
法
投
棄
ご
み
処
理�

82
万
円

●
村
道
新
設
改
良
・
舗
装
事
業

　
（
７
路
線
）

�

１
９
，２
５
６
万
円

村
の
魅
力
を
活
か
し

た
産
業
育
成
で
若
者

が
夢
を
持
て
る
村
づ

く
り

●
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事

業
補
助
金
（
Ｈ
30
補
正
繰
越
事

業
：
７
経
営
体
）

�

４
，７
１
５
万
円

●
Ｊ
Ａ
上
伊
那
果
実
選
果
場
出
荷
経

費
補
助
金

�

１
９
２
万
円

●
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

（
木
の
駅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
木
の

駅
事
業
）

�

２
３
６
万
円

●
林
道
陣
馬
形
線
法
面
改
良
工
事
お

よ
び
設
計
監
理
業
務

�

１
，１
８
１
万
円

●
陣
馬
形
の
森
公
園
ト
イ
レ
建
設
工

事
お
よ
び
設
計
監
理
業
務
（
Ｒ
１

繰
越
分
）

�

１
，１
２
６
万
円

人
々
が

絆
を
実
感
で
き
る

村
づ
く
り

●
お
試
し
住
宅
、
お
試
し
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
管
理
運
営
事
業

�

１
１
９
万
円

●
空
き
家
活
用
促
進
事
業
補
助
金

（
４
件
）

�

２
１
０
万
円

●
３
世
代
同
居
等
の
た
め
の
新
増
改

築
等
支
援
事
業
（
12
件
）

�

７
６
３
万
円

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
関
連
事
業

�

88
万
円

●
北
海
道
中
川
町
中
学
生
派
遣
事
業

補
助
金
（
22
人
）

�

２
１
０
万
円

回収された不法投棄ごみ

活用が進む お試しシェアオフィス

きれいになった　　
林道陣馬形線の法面
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村
債

　

全
会
計
現
在
高
は
46
億
５
，

３
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

１
億
７
９
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
新
規
の
借
入
が
な
か
っ
た
下
水

道
関
連
２
会
計
お
よ
び
水
道
会
計
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
な
ど
の
実
施
に
よ
り
大
き

な
借
入
が
あ
っ
た
一
般
会
計
は
増
加

し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

29
億
２
，９
０
８
万
円

　

�

（
８
，２
１
８
万
円
の
増
加
）

下
水
道
関
連
２
会
計

　

16
億
８
，７
８
５
万
円

�

（
１
億
８
，０
１
４
万
円
の
減
少
）

水
道
会
計（
地
方
公
営
企
業
会
計
）

　

３
，６
０
７
万
円

�

（
２
８
３
万
円
の
純
減
）

一
般
会
計
村
債
現
在
高
の
主
な
構
成

過
疎
対
策
事
業
債

　

21
億
８
，０
４
５
万
円

�

（
構
成
比
74
・
４
％
）

辺
地
対
策
事
業
債

　

２
億
４
，４
４
４
万
円

�

（
構
成
比
８
・
３
％
）

臨
時
財
政
対
策
債

　

１
億
８
，９
４
９
万
円

�

（
構
成
比
６
・
５
％
）

基
金

　

一
般
会
計
基
金
総
額
は
23
億
７
，

７
０
６
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
７
，

１
３
５
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
金
の
見
直
し
を
行
い
新
設
し
た
、

教
育
文
化
振
興
基
金
に
１
０
０
万
円
、

災
害
対
策
基
金
に
１
，０
０
０
万
円
、

農
業
振
興
基
金
に
７
２
７
万
円
、
そ

れ
ぞ
れ
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
一

方
で
、
福
祉
基
金
を
３
，０
０
０
万

円
取
り
崩
し
、
介
護
給
付
準
備
基
金

の
財
源
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
基
金
現
在
高
の
構
成

財
政
調
整
基
金

�

10
億
６
，８
３
０
万
円

減
債
基
金

�

１
億
４
，２
９
２
万
円

そ
の
他
特
定
目
的
基
金

�

９
億
３
，５
３
１
万
円

定
額
運
用
基
金

�

２
億
３
，０
５
３
万
円

村民一人あたりの将来負担の状況
将来負担の状況

地方債総額　　　46億5,300万円
債務負担行為総額　　1,994万円
基金積立額　　　23億4,363万円

村民一人あたりの負担額
項目等 金　額

A 地方債 960,174円
B 債務負担行為 4,114円
C 基金積立額 490,521円
差引（A＋B−C） 473,767円

※R2.3.31現在人口　4,846人
※基金は将来負担の控除項目
※債務負担行為＝複数年に渡り支出を予定する事業

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く

　

健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全

化
判
断
比
率
４
指
標
お
よ
び
公
営
企

業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
を
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
、
中
川
村
議
会

に
報
告
し
ま
し
た
。

�

【
健
全
化
判
断
比
率
】

　

実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結
実
質

赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、
実
質
赤
字

額
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
算
定
数
値

な
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、

元
利
償
還
金
の
増
加
に
伴
い
単
年
度

比
率
で
は
上
昇
し
、
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
元
年
度
の
３
か
年
の
平
均
は

２
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
（
プ
ラ
ス
０
・
１

ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、
地

方
債
残
高
な
ど
の
将
来
負
担
額
を
、

基
金
な
ど
の
充
当
可
能
財
源
が
上

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
算
定

と
な
り
「
算
定
数
値
な
し
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
中
川
村
の
財

政
状
況
は
「
健
全
」
と
い
え
ま
す
。

【
資
金
不
足
比
率
】

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
い
ず
れ
の
公

営
企
業
も
資
金
不
足
額
が
な
く
「
経

営
健
全
化
基
準
」
に
該
当
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

令和元年度決算に基づく健全化判断比率　　 （単位：パーセント）

指　標 中川村
数　値

早期健全化
基　準

財政再生
基　準 対象会計名

実質赤字比率 －（－）    15.0 20.0 一般会計のみ

連結実質赤字比率 －（－） 20.0 30.0 一般会計､国保､介護保険､後期高齢、公営企業

実質公債費比率 2.3（2.2） 25.0 35.0 上記に加え､一部事務組合､広域連合、債務負担行為

将来負担比率 －（－） 350.0 上記に加え､土地開発公社､第三セクター

 ※（　）内は、昨年度数値。

令和元年度決算に基づく資金不足比率　　　　　　　　　　　 （単位：パーセント）

会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 −（−）

20.0公共下水道事業特別会計 −（−）

農業集落排水事業特別会計 −（−）

※（　）内は、昨年度数値。

村
債
・
基
金
の
状
況

地
域
政
策
課
財
政
係

内
線
23
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下
平
達
朗
教
育
長
退
任

後
任
に

桐
俊
男
さ
ん

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
２
期
７
年
間
の
教
育
長
を
務
め
ら
れ
た
下
平
達
朗
さ
ん
（
横
前
）
が
退
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に

桐
俊
男
さ
ん
（
葛
北
）
が
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

７
年
間
の
前
半
の
４
年
間
は
教
育

委
員
長
が
お
ら
れ
ま
し
て
、
合
議
を

し
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
後
半
の
３
年
間
は
教
育
委
員
長

と
教
育
長
の
両
方
の
職
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
み
な
さ
ま
の
お
支
え
で
本

日
を
迎
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
加

盟
す
る
村
と
し
て
、
村
長
、
副
村
長

の
下
、
中
川
村
の
美
し
さ
や
良
さ
を

噛
み
締
め
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
創

造
す
る
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
の

育
成
を
目
指
し
、
ど
の
子
も
持
て
る

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を
願

い
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
、
特
に
子
ど
も
の
数

が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
す
。
令
和
７
年
度
に
は
現
在
の
ま

ま
で
す
と
中
学
１
年
生
が
１
学
級
に

な
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
な
ん
と

か
２
学
級
を
保
つ
取
り
組
み
の
中
、

今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
高
校
生

の
み
な
さ
ん
や
、
ま
た
成
人
式
で
の

ス
ピ
ー
チ
な
ど
で
若
い
人
た
ち
が
中

川
村
の
良
さ
と
し
て
自
然
や
地
域
の

美
し
さ
、
人
の
温
か
さ
を
異
口
同
音

に
言
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス

ル
感
染
症
の
対
策
な
ど
、
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
み
な
さ

ま
の
お
支
え
を
頂
い
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
多
い
課
題
の
中

で
の
退
任
と
な
り
ま
す
こ
と
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
村
の
地
域
の
一
員
と

し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
お
返

し
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
ま
し
て
、
退
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

教育長退任式　９月30日

下平達朗さん　略歴

（昭和24年生まれ　71歳）
平成21年４月 教育相談員に就任
平成25年10月 教育長に就任
平成29年10月 教育長（2期目）
令和２年９月 教育長を退任

就
任
あ
い
さ
つ

教
育
長
　

桐
俊
男

　

こ
の
た
び
、
下
平
達
朗
前
教
育
長

の
後
を
受
け
、
教
育
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ

と
を
傾
注
し
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」
の
作

者
で
も
知
ら
れ
る
児
童
文
学
作
家
の

石
井
桃
子
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
ば
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
よ　

子
ど
も
時
代
を

し
っ
か
り
と
た
の
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら　

老
人
に

な
っ
て
か
ら
あ
な
た
を
支
え
て
く
れ

る
の
は

　

子
ど
も
時
代
の「
あ
な
た
」で
す
。

　

私
も
中
川
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
子

ど
も
時
代
の
「
自
分
」
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
そ
う
あ
り
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

も
学
び
の
機
会
を
得
て
人
生
を
楽
し

ん
で
い
け
る
よ
う
、
中
川
村
な
ら
で

は
の
教
育
の
あ
り
方
を
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

教育長辞令交付　10月１日

桐俊男さん　略歴
（昭和34年生まれ　61歳）
令和２年３月　伊那養護学校長を
　　　　　　　退任
令和２年４月 指導主事に就任
令和２年10月 教育長に就任

退
任
あ
い
さ
つ

下
平
達
朗
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保存が必要なもの 保存期間

帳　簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書　類
決算に関して作成した棚卸表そのほかの書類

５年業務に関して作成し、または受領した請求書、納
品書、送り状、領収書などの書類

く
ら
し
と

税
金

●
申
告
の
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
　
農
業
所
得
の
申
告
は
す
べ
て
「
収
支
計
算
」
に
よ
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

帳簿書類の保存期間

■
収
支
計
算
と
は

　

実
際
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
経

費
を
差
し
引
い
て
所
得
を
計
算
す
る

方
法
で
す
。
兼
業
農
家
を
含
む
す
べ

て
の
農
家
が
、
一
般
事
業
者
と
同
様

に
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
し
ま
す
。

　

今
年
１
年
間
（
１
月
～
12
月
）
の

農
業
に
係
る
出
荷
伝
票
や
領
収
書
な

ど
を
集
計
し
て
、『
農
業
収
支
内
訳

書
』
を
作
成
し
申
告
時
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
領
収
書
な
ど
を
項
目

（
科
目
）
ご
と
に
区
分
し
て
保
存
す

る
と
と
も
に
、
帳
簿
な
ど
へ
の
記
帳

も
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
帳
簿
な
ど

へ
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
告
時

の
計
算
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
ほ

か
、
必
要
経
費
の
計
上
漏
れ
を
防
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
年
の
申
告
時
に
作
成
し
た
「
令

和
元
年
分
農
業
収
支
内
訳
書
」
の
控

え
が
あ
る
方
は
、
参
考
に
し
て
令
和

２
年
分
を
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
様
式
の
必
要
な
方
は
住

民
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
計
算
は「
収
支
計
算
」で
!!

■
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
を

　
行
う
た
め
の
領
収
書
な
ど

　
の
保
存
と
記
録

①
農
産
物
を
販
売
し
た
と
き
の
出
荷

伝
票
や
領
収
書
の
保
存
と
記
録

②
農
産
物
を
家
事
消
費
（
自
宅
で
の

消
費
や
兄
弟
親
戚
な
ど
へ
の
贈
答

な
ど
）
し
た
と
き
の
記
録

③
肥
料
・
農
薬
・
諸
材
料
な
ど
の
領

収
書
な
ど
の
保
存
と
記
録

④
前
年
申
告
し
た
農
機
具
、
農
業
用

建
物
な
ど
の
減
価
償
却
資
産
の
把

握
⑤
農
機
具
の
購
入
、
農
業
用
建
物
の

建
設
に
係
る
領
収
書
な
ど
の
保
存

と
記
録

⑥
農
産
物
・
肥
料
・
農
薬
・
諸
材
料

な
ど
の
在
庫
確
認
と
記
録

●
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度

　
　
農
業
所
得
を
は
じ
め
、
事
業
所
得
な
ど
を
有
す
る
す
べ
て

　
の
方
が
対
象
で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　

農
業
所
得
、
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方

※
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
方

も
、
記
帳
・
保
存
制
度
の
対
象
者

と
な
り
ま
す
。

■
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入

れ
や
そ
の
ほ
か
の
必
要
経
費
に
関
す

る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
し
、
一
つ
ひ

と
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く
日
々
の

合
計
金
額
の
み
を
ま
と
め
て
記
載
す

る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て

も
よ
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
帳
簿
な
ど
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作

成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
伊
那
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
（
TEL 

72
―
２
１
７
１　

※
自
動
音

　

声
に
従
い
、「
２
」
を
選
択
）
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
税
務
課
税
務
係　

内
線
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地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
る
気
候

変
動
や
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
地
球

規
模
で
の
環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

や
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ

る
海
洋
汚
染
を
は
じ
め
、
環
境
に
対

す
る
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
21
年
に
第
１
次
、

平
成
26
年
に
第
２
次
「
中
川
村
環
境

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
村
、
事
業

者
、
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
住
み
よ

い
環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
３
次
環
境
基
本
計
画
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏

ま
え
、
令
和
元
年
度
に
策
定
さ
れ
た

『
中
川
村
第
６
次
総
合
計
画
』
の
基

本
方
針
と
施
策
の
環
境
分
野
を
具
体

化
す
る
も
の
と
し
て
、
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

「
第
３
次

環
境
基
本
計
画
」

の
概
要

基
本
理
念

　

中
川
村
環
境
保
全
条
例
第
３
条
に

お
い
て
次
の
３
つ
の
事
項
を
基
本
理

念
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

①
環
境
の
保
全
は
、
村
民
が
健
全
で

豊
か
な
環
境
の
恩
恵
を
享
受
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
環
境
が
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る
よ
う
適
切

に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
環
境
の
保
全
は
、
す
べ
て
の
も
の

の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低

減
さ
せ
る
よ
う
に
、
自
主
的
か
つ

積
極
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

③
環
境
の
保
全
は
、
地
域
の
環
境
が

地
球
環
境
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
す
べ
て
の
事

業
活
動
お
よ
び
日
常
生
活
に
お
い

て
、
地
球
環
境
の
保
全
に
資
す
る

よ
う
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

基
本
目
標

　
『
多
く
の
自
然
に
育
ま
れ
持
続
可

能
で
快
適
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

“
な
か
が
わ
”』

目
指
す
べ
き
方
向

　

次
世
代
に
豊
か
な
自
然
環
境
を
継

承
す
る
た
め
の
保
全
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
快
適
な
生
活
環
境
と
持
続

可
能
な
社
会
を
共
に
実
現
す
る
“
な

か
が
わ
”
を
目
指
し
ま
す
。

政
策
の
内
容

　

目
指
す
べ
き
方
向
を
実
現
す
る
た

め
、
次
の
政
策
を
行
い
ま
す
。

【
政
策
１
】

　
『
環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能

社
会
の
実
現
』

①
低
炭
素
社
会
の
実
現

②
循
環
型
社
会
の
実
現

【
政
策
２
】

　
『
美
し
い
村
の
自
然
を
活
か
し
た

心
地
よ
い
生
活
環
境
の
実
現
』

①
自
然
環
境
の
保
全

②
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止

③
生
活
環
境
の
保
全

④
空
家
な
ど
の
対
策
の
推
進

　

そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
に
つ
い
て
現
状

と
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
基
本
方

針
、
具
体
的
な
施
策
内
容
を
定
め
て

お
り
、
そ
の
達
成
に
向
け
計
画
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
推
進
体
制

　

中
川
村
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
環

境
を
保
全
・
育
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、
村
民
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
に
対
す
る
責
任
を
自
覚

し
、
役
割
に
応
じ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

村
の
役
割

・
環
境
保
全
施
策
の
仕
組
み
の
整
備

・
村
民
、
事
業
者
の
取
り
組
み
へ
の

支
援

・
国
、
県
、
近
隣
市
町
村
と
連
携

・
自
然
を
活
か
し
た
村
づ
く
り

�

な
ど

事
業
者
の
役
割

・
環
境
保
全
を
視
野
に
入
れ
た
事
業

活
動
の
展
開

・
環
境
保
全
の
た
め
の
自
主
的
な
取

り
組
み
の
実
践

�

な
ど

村
民
の
役
割

・
地
域
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
積
極

的
な
参
加

・
行
政
な
ど
が
推
進
す
る
環
境
施
策

や
事
業
へ
の
協
力

�

な
ど

　

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
お
い
て
環
境
保

全
と
育
成
に
向
け
た
行
動
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

相
互
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
こ
と

で
計
画
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

計
画
期
間

　

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

か
ら
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
の

５
か
年
計
画

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
建
設
環
境
課
環
境

水
道
室
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

�

内
線
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「
第
３
次
中
川
村
環
境
基
本
計
画
」

　
　
　
　
　
　
を
策
定
し
ま
し
た
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７月から９月までの村発注工事等の入札結果 地域政策課財政係　内線23
入札日 工事（業務委託等）名 落札金額（千円） 落札業者

7月　3日
防災備蓄物品購入 1,146 ㈱オオトリ
投光器および発電機購入（消防団救助能力向上資機材緊急整備事業） 1,166 ㈲トマト

7月10日
障がい者地域活動支援センター管理棟改修および作業棟新設工事設計監理業務 2,035 小林建築設計事務所
シェアキッチン整備工事 2,090 田島建設㈱

7月20日
村単側溝修繕工事（村道観音沢線） 1,540 山崎建設㈲
地籍測量業務(大草17区) 9,240 栄和測量㈱
配水管布設替工事（田島） 4,070 ㈱クリエイティブ

7月27日 地方公会計財務書類作成業務 1,310 ㈱アール・ケー・ケー・コンピューター・サービス
8月　4日 リモートワーク用端末購入 3,287 ㈱アズム松本支店

8月12日

公共土木施設災害復旧事業測量設計業務（村道日向洞線） 1,793 ㈱ナカタ
公共土木施設災害復旧事業測量設計業務（村道柳沢鳳来沢線・柳沢堂ヶ萱線） 1,375 ㈱ゼンシン
公共土木施設災害復旧事業測量設計業務（村道下輪線） 1,496 ㈱緑地計画
公共土木施設災害復旧事業測量設計業務（村道西丸尾神社線） 1,793 ㈱ジッソク

8月18日

介護予防センター西館駐車場整備工事 2,420 ㈱クリエイティブ
下水道マンホール蓋等点検・調査業務 3,300 山崎建設㈲
大草３号マンホールポンプ場１号ポンプ更新工事 7,590 中信アスナ㈱飯田支店
中川東小学校体育館トイレ改修工事 7,975 宮下建設工業㈱

8月19日 評価替に伴う家屋評価システム設定業務 957 朝日航洋㈱長野支店
8月21日 森林づくり推進支援金事業みなかた保育園下駄箱更新業務 1,104 上伊那森林組合
8月31日 防犯カメラ借入事業 1,084 中部電力㈱

9月11日

配水管布設替工事（小和田） 4,070 田島建設㈱
配水管布設替工事（沖町） 3,300 ㈾辰巳屋
村単舗装修繕工事（村道大鹿下平線） 1,705 ㈲与根山建設
村単法面吹付工事（村道大草桑原線第２工区） 7,062 ㈾辰巳屋
公共災害道路災害復旧工事(村道西丸尾神社線) 5,005 金子建設㈲

9月24日
農業水路などの長寿命化・防災減災事業　ため池ハザードマップ作成業務 4,796 長野県土地改良事業団体連合会
中川東・西小学校 ＡＩドリルライセンス購入 1,930 ㈱アズム松本支店
中川中学校 ＡＩドリルライセンス購入 1,881 ㈱マルマツ

※工事130万円以上、業務委託など50万円以上の工事など（消費税込み、千円未満切捨て）

　

中
川
村
特
別
運
転
資
金
利
子
補
給

積
立
基
金
条
例
の
制
定

　

中
川
村
商
工
業
振
興
資
金
の
特
別

運
転
資
金
を
利
用
し
て
い
る
方
へ
の

利
子
補
給
の
資
金
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

な
ど
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

良
好
な
生
活
環
境
を
保
持
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
の
健

全
な
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

条
　
例

決
　
算

９
月
中
川
村
議
会
定
例
会

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

39
億
９
，７
７
８
万
円
、
歳
出
総
額

は
、
37
億
６
，３
９
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
本
誌
２
～
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

９
月
中
川
村
議
会
定
例
会
が
９
月

９
日
か
ら
25
日
ま
で
の
11
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会

で
は
、
条
例
や
令
和
元
年
度
決
算
の

認
定
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
な
ど

16
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

予
　
算

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
に
、

９
月
議
会
で
成
立
し
た
補
正
予
算

（
７
号
・
８
号
）
の
総
額
４
億
１
，

５
３
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

47
億
８
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
《
歳
入
》

▽
普
通
交
付
税

�
１
７
，５
４
２
万
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�

１
９
，３
５
７
万
円

▽
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

�

３
，０
５
０
万
円

����������������������������
� 

《
歳
出
》

▽
小
児
・
児
童
生
徒
・
高
校
生
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成���　

�

３
３
８
万
円

▽
小
中
学
校
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
衛
生
環
境
改
善
工
事

�

１
，２
３
０
万
円

▽
東
西
小
学
校
下
駄
箱
木
質
化
業
務

�

１
，２
０
０
万
円

▽
ふ
れ
あ
い
観
光
施
設
指
定
管
理
料

�

１
，０
９
０
万
円

▽
特
別
運
転
資
金
利
子
補
給
基
金
積

立
金

�

１
，４
６
０
万
円



2020（R2）. 10. 15 10

村
長
さ
ん
を
囲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
会

つ
ど
い
の
広
場
「
バ
ン
ビ
ー
ニ
」

　

８
月
31
日（
月
）、
普
段
な
か
な
か
話
す
機
会
の
な
い
村
長
と
気
軽
に

懇
談
す
る
機
会
と
し
て
「
村
長
さ
ん
を
囲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
附
の
紹
介

◇
下
平
　
省
吾 

様

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
い
る
方
へ
の
支
援
と
し
て
、

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
影
響
を
受
け
て

い
る
方
々
へ
の
支
援
と
し
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
政
策
課
財
政
係

内
線
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○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
家
族
に
県
外
へ
の
往
来
者
が

い
る
場
合
、
出
勤
で
き
な
い
決
ま

り
の
あ
る
事
業
所
な
ど
が
あ
る
。

仕
事
で
毎
週
県
外
へ
行
か
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
あ
る
場
合
ど
う
し

た
ら
良
い
か
。
ど
こ
へ
相
談
し
た

ら
良
い
か
？

  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
経
過
観
察

を
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い

る
。
村
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
事
業
所
に
は
、
休
業
補
償
な

ど
の
制
度
が
あ
る
が
、
活
用
で
き
て

い
な
い
状
況
も
あ
る
。
個
人
で
で
き

る
こ
と
と
し
て
、
往
来
な
ど
の
行
動

歴
な
ど
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
を
県

も
推
奨
し
て
い
る
。

○
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
計
画
を
し
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
な
ど
村
で
示
さ
れ
る
も
の
は
？

　
村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
、
住
民
の
み
な
さ

ん
へ
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
対
策
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
相
談

も
受
け
付
け
て
い
る
。

○
中
川
村
に
家
を
建
て
た
い
話
を
聞

く
が
、
建
て
ら
れ
る
場
所
が
見
つ

か
ら
な
い
。
個
人
交
渉
す
る
術
が

な
い
。
移
住
促
進
の
た
め
に
も
何

か
方
法
は
な
い
か
？

　
村
で
一
般
の
宅
地
、
建
物
を
取
引

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
不
動
産

業
な
ど
を
支
援
す
る
な
ど
の
方
法
は

と
れ
る
か
検
討
し
て
い
る
。
良
い
土

地
は
す
ぐ
に
売
れ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
村
の
住
宅
な
ど
の
公
共
財
産
を

一
般
財
産
化
を
し
て
売
却
が
で
き
る

よ
う
に
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

○
出
産
祝
金
が
ど
の
よ
う
に
支
給
さ

れ
て
い
る
か
？

　
出
生
届
提
出
時
に
申
請
を
し
て
い

た
だ
き
、
第
１・
２
子
は
指
定
口
座

振
込
。
第
３
子
以
降
は
４
ヶ
月
健
診

日
に
合
わ
せ
て
直
接
交
付
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
出
生
届
を
出
す
と
き
、
そ
の
ほ
か

の
手
続
き
を
含
め
膨
大
な
書
類
提
出

が
必
要
で
、
重
要
な
こ
と
な
ど
を
聞

き
漏
ら
し
て
し
ま
う
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
意
見

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
村
で
重
症
化
予
防
の
た

め
、
一
部
補
助
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
は

費
用
負
担
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
接
種
し
、
親
は
注
射
を
打
た

な
い
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
家

庭
も
あ
る
。
補
助
が
あ
る
と
あ
り

が
た
い
。

○
保
育
園
入
所
に
つ
い
て
、
村
外
の

自
然
保
育
を
多
く
取
り
入
れ
て
い

る
保
育
園
へ
通
わ
せ
た
い
が
で
き

な
い
。
中
川
村
に
も
多
く
の
自
然

が
あ
り
、
環
境
を
生
か
し
た
保
育

園
が
あ
れ
ば
、
移
住
を
考
え
る
人

が
増
え
る
と
思
う
。
中
川
村
の
自

然
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

消
防
団
活
動
が
少
な
か
っ
た
。
活

動
を
見
直
せ
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

○
祖
父
母
世
代
と
交
流
で
き
る
場
や

機
会
が
あ
る
と
良
い
。

  

参
加
者
の
方
々
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
「
村
長
へ
の
手
紙
」
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2020年10月／第 132 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

　
『
中
川
村
の
石
造
文
化
財
』
の
背
表

紙
の
文
字
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の

は
、
も
う
何
年
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
中

川
村
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
の
施
設
を

訪
れ
、
時
間
潰
し
に
入
っ
た
図
書
室
で

の
こ
と
だ
っ
た
。
退
職
後
、
中
川
村
へ

の
移
住
が
決
ま
り
つ
つ
あ
り
、
不
安
も

抱
え
て
い
た
頃
だ
っ
た
。

　

手
に
取
り
、
パ
ラ
パ
ラ
と
写
真
を
見

て
い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
か
根
拠
も
な
い

の
に
「
路ろ

傍ぼ
う

の
石
仏
を
こ
ん
な
に
大
切

に
し
て
い
る
村
は
、
き
っ
と
い
い
村
に

違
い
な
い
。」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　

こ
れ
だ
け
ま
と
め
上
げ
た
貴
重
な
本

は
、
様
々
な
方
々
の
力
の
結
集
で
完
成

し
た
の
だ
ろ
う
。
大
変
な
ご
苦
労
の
結

果
だ
ろ
う
。
よ
く
ぞ
、
作
っ
て
く
れ

た
。
本
は
重
い
。
字
も
小
さ
い
し
内

容
も
硬
い
。
よ
っ
て
自
分
の
家
の
周
り

の
石
仏
の
写
真
だ
け
見
る
の
も
い
い
。

　

そ
し
て
散
策
の
時
、
草
花
を
見
る

よ
う
に
石
仏
の
前
で
足
を
と
め
て
く

だ
さ
い
。
よ
く
見
る
と
た
だ
の
石
の

塊
が
違
う
も
の
に
見
え
て
き
ま
す
。

「
誰
が
、い
つ
、ど
ん
な
思
い
で
彫
っ

た
の
だ
ろ
う
。」
と
想
像
す
る
の
も

楽
し
い
で
す
。

　

中
川
村
に
は
味
わ
い
深
い
石
仏
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
足
元
を
見
直
す
小
さ
な
旅
の
中

で
、
新
発
見
に
出
会
い
ま
す
。

〈
中
組　

宮
下
明
子
〉

中川村　石仏探訪　一例　（徒歩約３時間）

Ｇo-Ｔo中川 石仏探訪
　中組の宮下明子さんに、中川村の本と石造文化財について寄稿していただきました。
みなさんも是非、地元のすてきな“お宝”に足をはこんでみてはいかがでしょうか？

①塩澤家墓地上：蚕霊神像　　 ⑥神
しんめい

明前：如意輪観音
　塩澤家墓地前：六地蔵　　　 ⑦大草城址公園：井月句碑
②上

かみのみやとがた
宮外縣神社：馬頭観音像　 ⑧常泉寺：六地蔵

③与
よ

根
ね

山
やま

建設前：二十三夜　　 ⑨石神の松上：玉鼓神台座
④四ッ宮神社：聖観音像　　　 ⑩石神の松上：行者様石仏
⑤東福寺：十王像
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新着おすすめ本

◎令和・アフターコロナの自治会・
　町内会運営ガイドブック

水津 陽子　著
　巨大災害、感染症パンデミック、
生活不安…いざという時に「自助・
共助・公助」の連携が不可欠。自治会・
町内会のあり方、大規模災害への備
え、共助コミュニティの立ち上げと
運営などを、事例を交えながら解説
する。

◎始まりの木
夏川 草介　著

　旅の準備をしたまえ。これからは
民俗学の出番だ-。長野、京都などを
舞台に、生きること、学ぶことの意
味を問う、木と森と、空と大地と、
ヒトの心の物語。全5編収録。

◎銀閣の人
門井 慶喜　著

　銀閣寺東求堂にいまも残る“原点
の部屋”「同仁斎」。日本家屋のスタ
ンダードであり続けるこの四畳半の
間に秘められた歴史とは? 孤独な将
軍足利義政の静かで苛烈な半生に迫
る歴史長編小説。

◎半沢直樹
　アルルカンと道化師

池井戸 潤　著
　東京中央銀行大阪西支店の融資課
長・半沢直樹のもとに、大手IT企業
が業績低迷中の美術系出版社を買収
したいという案件が持ち込まれる。
半沢は大阪営業本部の強引な買収工
作に抵抗するが、背後にひそむ秘密
の存在に気づき…。

読書週間 10/27 ～ 11/8
～ラストページまで駆け抜けて～

　毎
年
恒
例
の
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
今
年
の
全
国
の
標
語

は
「
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
ま
で
駆
け
抜
け
て
」。
で
も
、
な
か
な
か
ラ
ス
ト

ま
で
た
ど
り
つ
か
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

そ
こ
で
、本
の
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
ま
す
。こ
れ
、お
も
し
ろ
か
っ

た
よ
！
と
い
う
本
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
本
選
び
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
読
ん
で
お
も
し
ろ
か
っ
た

本
を
、
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
紹
介
さ
れ
た
本
を
読
ん

で
、
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ひ
と
言
、
花
丸
な
ど
で
も
Ｏ
Ｋ
）

　
期
間
中
に
記
入
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
全
員
に
、
貸
出
冊
数
無
制
限
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
本
の

紹
介
者
・
先
着
四
十
名
様
に
は
読
書

記
録
ノ
ー
ト
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　
記
入
カ
ー
ド
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お

渡
し
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
終
了

後
、
紹
介
者
に
お
返
し
し
ま
す
。

だれかにいいたい！
　　 だれかおしえてほしい。

「この本、おもしろかった！？」

本の紹介キャンペーン

★小さい子
　　おはなしのへや
　読書週間ばーじょん
　10/28（水）　10：30～

★ノーテレビ・
　 ノーメディアデー
　11/6（金）
　とっても便利で必要なも
のですが、使いすぎていま
せんか？使い方を家族で考
えてみましょう。

★ハロウィン特集
　展示・他
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9月11日（金）・15日（火）
来入園児顔合わせ会「保育園入園を前に…」①
　参加希望者が多く２日間３回に分けて行いました。
　入園までの流れの説明の後、絵本と紙芝居を見て、旗拾いや
玉入れなどの運動会ごっこをして楽しみました。

vol.108

今月はみなかた保育園
「あひる組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの１１月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：11月 ９ 日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・助産師さんを囲んでおしゃべり＆相談会　予約制
　日時：11月13日（金）　午前10時30分～11時30分
　＊個別相談も予約でお受けします。
・乳幼児救急法講習会　予約制
　日時：11月19日（木）　午前10時～
　避難用シューターの滑り降り体験（※雨天中止）11時～
※急遽変更になるかもしれませんので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

どろんこあそびだ～いすきな
元気いっぱいのあひるぐみ。

あひる組（未満児）
男の子４人　女の子４人　合計８人

食べることが大好き♥
秋のくだもの列車に乗ってぶどう狩りに出発だー！

vol.109

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記 

v
o
l
・
76

…
新
隊
員
紹
介
！
…

氏
　
名
　
野の

上が
み　

今き
ょ
う
こ

日
子

年
　
齢
　
56
歳

出
身
地
　
東
京
都

趣
　
味
　
バ
ス
ケ
・
落
語
・

　
　
　
　
弁
当
づ
く
り

　

６
月
１
日
か
ら
、
村
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
新
た
に
１
人
の
隊
員
を

迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
中
川
村
で
は
７
人
の
協
力

隊
員
に
よ
っ
て
、
村
の
地
域
お
こ
し

の
た
め
日
々
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
記
」
は
、
新
し
い
隊
員
の
紹
介
を

し
ま
す
。

中
川
村
の
印
象
は
？

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
呼
び
声

の
と
お
り
に
、
何
も
か
も
美
し
く
感

動
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
一
番
魅
力
的
で
輝
い
て
い
る
も
の

は
“
中
川
の
人
！
”
暮
ら
し
て
い
る

人
の
魅
力
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

�

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

今
か
ら
４
年
前
、
民
間
の
結
婚
相

談
所
で
在
職
中
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

連
携
共
催
で
役
場
の
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

��

そ
の
と
き
か
ら
地
方
創
生
に
携

わ
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
て
、
そ
の
夢
は
昨
年
秋
の
お
試
し

移
住
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
よ

り
具
体
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
川
村
出
身
の
亡
く
な
っ
た
母
も

喜
ん
で
く
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

現
在
の
活
動
内
容
と

�

今
後
の
目
標
は
？

　

近
隣
市
町
村
の
相
談
所
と
連
携
し

て
紹
介
カ
ー
ド
か
ら
の
お
見
合
い
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
『
結
婚
す
る
な
ら
中
川
で
。
結
婚

し
た
ら
中
川
へ
』
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
む
ら
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で

す
。

中
川
村
結
婚
相
談
所
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
で
の
恋
活
・
婚
活
の
す
す
め
方
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
！

今
か
ら
こ
こ
か
ら

婚
活
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　

中
川
村
結
婚
相
談
所
は
、
伊
南
の

四
市
町
村
と
連
携
し
て
お
見
合
い
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
駒
ヶ
根
市
の
相
談
所
で
開
催
し

て
い
る
、『
ぶ
ん
つ
う
de
恋
結
び
』

企
画
が
大
変
好
評
と
聞
い
て
、
ぜ
ひ

中
川
の
み
な
さ
ん
に
も
活
用
い
た
だ

き
た
く
、
ご
案
内
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
時
代
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

自
筆
の
手
紙
の
や
り
と
り
が
逆
に
新

鮮
！
と
女
性
が
多
く
参
加
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

当
相
談
所
の
相
談
会
で
は
、
す
ぐ

に
登
録
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
イ

ベ
ン
ト
の
ご
案
内
や
今
、
ま
さ
に
恋

愛
中
の
方
の
ご
相
談
な
ど
も
承
り
ま

す
。ぜ
ひ
お
話
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
料・登
録
料
は
無
料
で
す

▼
相
談
員
体
制

　

10
月
か
ら
左
記
の
よ
う
な
相
談
員

体
制
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所　

長　

野
上
今
日
子
（
常
駐
）

　

相
談
員　

宮
澤　

光
男（
南
田
島
）

　
　
　
　
　

下
平
美
穂
子（
横　

前
）

　
　
　
　
　

福
澤　

朝
子（
美　

里
）

　
　
　
　
　

大
原　

由
美（
中　

央
）

　
　
　
　
　

玉
垣　

章
司（
北　

組
）

▼
サ
ポ
ー
ト
内
容

①
結
婚
に
関
す
る
相
談
全
般

②
結
婚
相
手
の
紹
介
・
見
合
い
の
設

　

定
③
成
婚
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト

④
年
齢
別
食
事
会
の
開
催

　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
た
い
・

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
時
間
が
な
い

な
ど
の
方
に
お
勧
め
で
す
。

⑤
近
隣
市
町
村
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

⑥
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

　

ム
の
利
用

　

長
野
県
全
域
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録

し
て
い
る
方
の
中
か
ら
あ
な
た
の
条

件
に
あ
っ
た
方
を
探
せ
ま
す
。

・
登
録
期
間　

２
年
間

・
登
録
料　
　

５
，０
０
０
円

※
９
月
１
日
か
ら
１
月
20
日
の
期
間

で
２
か
月
間
の
無
料
体
験
が
で
き

ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

▼
相
談
日
時

　
（
平
日
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
夜
間
）　

第
１
・
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

▼
相
談
場
所

　

中
川
村
役
場
隣

　

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
あ
く
ま
で
も
主
役
は
結
婚

を
考
え
て
い
る
あ
な
た
で

す
。
ご
本
人
の
相
談
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

中
川
村
結
婚
相
談
所　

担
当　

野
上

　
（
地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
内
）

TEL 

０
８
０
―
７
０
７
３
―
１
４
３
８

E-m
ail:

teiju@
vill.nagano-nakagaw

a.
lg.jp
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役
場
人
事
異
動

　

役
場
の
組
織
体
制
の
変
更
に
伴

い
、10
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。

課
長
級　
　

�

　
（�

）内
は
前
職

地
域
政
策
課
長

　

松
村　

恵
介�

（
振
興
課
長
）

住
民
税
務
課
長
〔
兼
務
〕

　

半
﨑　

節
子�

　
（
会
計
管
理
者
）

産
業
振
興
課
長

　

宮
﨑　

朋
実

�

（
振
興
課
農
政
係
長
）

建
設
環
境
課
長

　

小
林　

好
彦�

（
建
設
水
道
課
長
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室
長

　

松
澤　

広
志　

�

　
（
教
育
次
長
）

教
育
次
長

　

桃
澤　

清
隆

　
　
　
　

�

　
（
総
務
課
庶
務
係
長
）

係
長
級

総
務
課
総
務
係
長

　

小
林　

郁
子

�����
��

（
住
民
税
務
課
住
民
係
長
）

総
務
課
広
報
情
報
係
長

　

窪
田　

和
也

�����
��

（
総
務
課
む
ら
づ
く
り
係
）

総
務
課
危
機
管
理
係
長

　

小
池　

久
志

�����
��

（
総
務
課
交
通
防
災
係
長
）

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
長

　

水
野　

恭
子

�

（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
長
）

地
域
政
策
課
財
政
係
長

　

上
山　

公
丘

���������
��

（
総
務
課
財
政
係
長
）

住
民
税
務
課
住
民
係
長

　

小
林　

愛
子

��������
�

（
住
民
税
務
課
住
民
係
）

住
民
税
務
課
土
地
調
査
係
長

　

湯
澤　

航

���
������

（
建
設
水
道
課
水
道
係
）

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長

　

眞
島　

俊

��
�

（
保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
係
長
）

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
長

　

宮
下　

な
を
ゑ

��
�

（
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
長
）

産
業
振
興
課
農
政
係
長

　

久
保
田　

茂

��
�

（
建
設
水
道
課
国
土
調
査
係
長
）

産
業
振
興
課
交
流
セ
ン
タ
ー
係
長

　

小
林　

和
弥

��
���

（
総
務
課
む
ら
づ
く
り
係
長
）

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係
長

　

松
崎　

俊
貴

����
���

（
振
興
課
耕
地
林
務
係
長
）

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長

　

鈴
木　

崇
哉

���
����

（
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）

建
設
環
境
課
建
設
係
長

　

吉
川　

裕
之

����
���

（
建
設
水
道
課
建
設
係
長
）

建
設
環
境
課
関
連
事
業
係
長

　

村
田　

佳
洋

���������

（
建
設
水
道
課
建
設
係
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

　

水
道
担
当
係
長

　

川
﨑　

宏
樹

���
����

（
建
設
水
道
課
水
道
係
長
）

教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

　

竹
澤　

淳

�
��

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

　

安
富　

郁
勇

��
���

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）

係
員
な
ど

総
務
課
〔
兼
務
〕

　

井
原　

伸
子�

（
議
会
事
務
局
長
）

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

　

桃
澤　

輝

����
���

（
総
務
課
む
ら
づ
く
り
係
）

地
域
政
策
課
財
政
係

　

鈴
木　

千
夏
子

������
�������

（
総
務
課
財
政
係
）

住
民
税
務
課
住
民
係

　

西
尾　

怜
子

��
���

（
保
健
福
祉
課
保
険
医
療
係
）

産
業
振
興
課
農
政
係

　

片
桐　

開�

　
（
振
興
課
農
政
係
）

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

　

中
嶋　

和
哉

����
�����

（
振
興
課
耕
地
林
務
係
）

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

下
平　

和
真

�����
����

（
振
興
課
商
工
観
光
係
）

建
設
環
境
課
建
設
係

　

福
岡　

将
志

���
��

（
建
設
水
道
課
国
土
調
査
係
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

　

長
尾　

友
太�

（
建
設
課
水
道
係
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

　

中
塚　

颯
汰

�

（
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

　

中
嶋　

隆
晴�

（
振
興
課
農
政
係
）

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

　

鈴
木　

颯
人

������
���

（
建
設
水
道
課
水
道
係
）

教
育
委
員
会
出
向

　

松
村　

敦
史

��������
�

（
総
務
課
交
通
防
災
係
）

選
挙
管
理
委
員
会
出
向
〔
兼
務
〕

　

中
平　

仁
司　

�

　
（
総
務
課
長
）

選
挙
管
理
委
員
会
出
向
〔
兼
務
〕

　

小
林　

郁
子

��������
���

（
総
務
課
総
務
係
長
）

選
挙
管
理
委
員
会
出
向
〔
兼
務
〕

　

髙
橋　

明
徳�

（
総
務
課
総
務
係
）

選
挙
管
理
委
員
会
出
向
〔
兼
務
〕

　

荒
井　

優
依�

（
総
務
課
総
務
係
）

退
職
者

　

中
嶋　

夕
子�

　
（
片
桐
保
育
園
）

�����������
����

（
９
月
30
日
付
）

⑴
総
務
課
か
ら
財
政
係
と
む
ら
づ
く

り
係
を
分
離
し
て
あ
ら
た
に
「
地

域
政
策
課
」
と
し
、
６
課
体
制
と

し
ま
し
た
。

⑵
総
務
課
の
分
掌
事
務
を
整
理
し
て

「
広
報
情
報
係
」
を
新
設
し
、
庶

務
係
を
「
総
務
係
」
に
、
交
通
防

災
係
を
「
危
機
管
理
係
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

⑶
国
土
調
査
の
業
務
を
建
設
水
道
課

か
ら
住
民
税
務
課
に
移
管
し
、「
土

地
調
査
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

⑷
保
健
福
祉
課
の
地
域
福
祉
係
を

「
社
会
福
祉
係
」
に
、
高
齢
者
福

祉
係
を
「
高
齢
福
祉
係
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

⑸
振
興
課
を「
産
業
振
興
課
」と
し
、

農
業
・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を
担

当
す
る
「
交
流
セ
ン
タ
ー
係
」
を

新
設
し
ま
し
た
。

⑹
建
設
水
道
課
を
「
建
設
環
境
課
」

と
し
、
生
活
環
境
の
業
務
を
住
民

税
務
課
か
ら
移
管
し
て
、
水
道
係

と
統
合
し
「
環
境
水
道
室
」
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
国
・
県
な
ど
の

行
う
事
業
と
の
連
携
・
調
整
を
図

る
「
関
連
事
業
係
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

10
月
１
日
か
ら
の

組
織
体
制
の
変
更
内
容
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消
防
団
装
備
の
購
入

　

村
で
は
、
消
防
団
設
備
整
備

費
補
助
金
（
消
防
団
救
助
能
力

資
機
材
緊
急
整
備
事
業
）
を
活

用
し
、
消
防
団
装
備
の
購
入
を

行
い
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
に
か
け
て
、
発

電
機
３
台
、
バ
ル
ー
ン
式
投
光

器
３
台
、
手
袋
28
双
、
ゴ
ー
グ

ル
28
個
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
保
護

衣
２
着
を
消
防
団
へ
配
備
し
、

装
備
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
は
１
，５
６
９
，７
０

０
円（
う
ち
補
助
金
額
５
１
９
，

０
０
０
円
）で
す
。

施
設
紹
介

伊那坂東
三十三番札所巡りウオーク

in中川
11月29日（日）

　伊那坂東三十三番札所とは、伊那谷にある巡礼
路（お遍路）です。
　今回の企画では、三十三番札所の中でも中川村
にある観音霊場の、５か所をみなさんと一緒に巡
礼したいと思います。
●申込期間　9月15日（火）～11月20日（金）
●申込場所　中川村公民館（中川文化センター）
●集合場所　中川文化センター駐車場
●時　　間　午前９時～正午
●対　　象　小学校高学年以上どなたでも
●持 ち 物　歩ける格好、飲み物、行動食（飴など）
※詳細につきましては、後日、参加者へ通知いた
　します。

中川村公民館　TEL88-1005

第45回村の文化祭 
11月６日（金）～８日（日）

�展示の部 �　出展：37以上の団体・個人
　出展者が教室や講座で学んだ成果、趣味を生かし
た作品の数々が出展されます。
●期間　11月６日（金）　午後１時～
　　　　11月８日（日）　午後５時
●場所　中川村社会体育館 

�ステージの部 �　出演：13以上の団体・個人
　文化団体連絡協議会のグループや、小学生、村
内の様々な団体・個人が出演し、多彩な演目のス
テージ発表となっています。
●期日　11月８日（日）　午後１時 開演予定
●場所　文化センター大ホール

小
児
、
児
童
生
徒
、
高
校
生
な
ど

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
を
補
助
し
ま
す

　
村
で
は
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
か
ら
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
を
予
防
し
医
療
機
関
の
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
児
、
児
童

生
徒
、
高
校
生
な
ど
の
方
を
対
象
に
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

村
に
住
所
を
有
し
、
平
成
14
年

（
２
０
０
２
年
）４
月
２
日
か
ら
令
和

２
年（
２
０
２
０
年
）４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

●
補
助
金
額

　

予
防
接
種
１
回
に
つ
き

�

２
，５
０
０
円

　

た
だ
し
、
１
回
の
接
種
額
が
補
助

金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の
額

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
の
回
数
は
、
13

歳
ま
で
の
方
は
２
回
ま
で
、
13
歳
以

上
の
方
は
１
回
ま
で
と
し
ま
す
。

●
申
請
期
間

　

令
和
２
年
10
月
１
日
～

　

令
和
３
年
３
月
31
日

●
申
請
方
法

　

申
請
書
に
、
医
療
機
関
か
ら
発
行

さ
れ
る
領
収
書
ま
た
は
支
払
い
を
証

明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
保
健
福
祉

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

指
定
の
振
込
先
口
座
へ
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
方
に
は
10
月
下
旬
に

ご
通
知
と
申
請
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。保

健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

総
務
課
危
機
管
理
係　

内
線
21
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中
川
村
戦
没
者
戦
争
犠
牲
者

追
悼
式
は
中
止
い
た
し
ま
す

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

村
営
巡
回
バ
ス

「
無
料
乗
車
の
日
」
を

実
施
し
ま
す

総
務
課
総
務
係

内
線
12

　

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
村
営
巡

回
バ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
無
料
乗
車
の
日
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
実
施
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
実
施
日

　

11
月
10
日（
火
）

※
全
路
線
で
始
発
か
ら
最
終
便
ま
で

終
日
運
賃
無
料
で
す
。

　

こ
の
日
は
マ
ル
ト
シ
チ
ャ
オ
生
鮮

食
品
館
の
特
売
日
で
す
。
こ
の
機
会

に
巡
回
バ
ス
に
乗
っ
て
買
い
物
へ
出

か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」

は
発
電
所
の
あ
る
地
域
に
交
付

さ
れ
ま
す

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

発
電
施
設
の
設
置
に
あ
た
り
地
域
の

理
解
促
進
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
発
電
用
施
設
が
所
在
す
る
市

町
村
お
よ
び
周
辺
市
町
村
に
お
け
る

公
共
施
設
の
整
備
や
住
民
福
祉
の
向

上
に
役
立
つ
事
業
に
対
し
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

中
川
村
に
は
南
向
・
四
徳
・
小
渋

第
一
・
小
渋
第
二
の
４
か
所
の
水
力

発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
交
付
金
は

発
電
施
設
の
発
電
量
な
ど
を
基
準

に
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
度
は

６
０
０
万
円
の
交
付
金
が
交
付
さ

れ
、
中
川
村
で
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
保
育
園
の
運
営
経
費
に
活
用
し
ま

し
た
。

小
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
書
道
」を

展
示
し
ま
す

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

　

今
年
も
「
租
税
教
育
」
の
一
環
と

し
て
、
小
学
生
高
学
年
を
対
象
と
し

た
「
税
に
つ
い
て
の
書
道
作
品
」
を

募
集
し
、
１
１
０
作
品
と
多
く
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
は
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
に
合
わ
せ
て
、
11
月
11
日（
水
）

か
ら
17
日（
火
）ま
で
「
中
川
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
オ
情
報
発
信

ス
ペ
ー
ス
」
に
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

例
年
６
月
初
旬
に
開
催
し
て
き
ま

し
た
「
中
川
村
戦
没
者
戦
争
犠
牲
者

追
悼
式
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
考
慮
し
、開
催
時
期
の
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、村
遺
族
会

役
員
と
の
協
議
の
結
果
、本
年
度
の
開

催
は
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
時
期
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
希
望
者
が
例
年

よ
り
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
へ
の
早
期
接
種
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
上
伊
那
地
域
の
市
町
村
で
は
、

予
防
接
種
助
成
券
（
予
診
票
）
を
利

用
し
て
の
予
防
接
種
は
統
一
し
て
10

月
26
日
（
月
）か
ら
実
施
し
ま
す
。

例
年
の
と
お
り
郵
送
で
助
成
券
が
届

き
ま
す
の
で
、
接
種
時
期
に
つ
い
て

は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
10
月
26
日
以
前
に
受
け
ら

れ
た
場
合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
を行い

ま
す

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
延
期
し
て
い
た
胃
・
大
腸
が

ん
検
診
を
、
11
月
24
日（
火
）か
ら
26

日（
木
）の
３
日
間
で
行
い
ま
す
。
検

診
当
日
は
手
洗
い
・
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
郵
送
で
通
知
を

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
の

「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」

更
新
手
続
き
の
お
願
い

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

　

ひ
と
り
親
に
該
当
す
る
方
が
お
持

ち
に
な
っ
て
い
る
「
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
10
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
（
一
部
の
方

を
除
く
）。

　

11
月
１
日
以
降
も
「
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
」
の
該
当
と
な
る
方
に
は

保
健
福
祉
課
か
ら
更
新
申
請
書
を
10

月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
の
う
え
保
健
福
祉
課
保
健

医
療
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
更
新
申
請
書
に
印
字
さ
れ

て
い
る
加
入
保
険
証
・
振
込
金
融
機

関
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
保

険
証
・
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
様
が
18
歳
以
上
20
歳

未
満
で
高
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る

場
合
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生

証
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

併
せ
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

伊
南
南
消
防
署

TEL 

89
―
１
１
１
９

　

暖
房
器
具
を
扱
う
時
期
と
な
り
ま

す
。
暖
房
器
具
を
使
う
前
に
は
、
ほ

こ
り
な
ど
を
取
り
払
い
整
備
し
て
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　

11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

▼
統
一
防
火
標
語

　
「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に

　

金
メ
ダ
ル
」
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

小
原　

林
造
さ
ん　
　
（
牧
ヶ
原
）

　
　
　
　
　
　
（
84
歳
）

　

河
﨑　

よ
し
江
さ
ん　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
97
歳
）

　

栗
山　

ふ
き
子
さ
ん　
（
中　

通
）

　
　
　
　
　
　
（
96
歳
）

　

北
澤　

光
夫
さ
ん　
　
（
田　

島
）

　
　
　
　
　
　
（
87
歳
）

　

細
田　

照
美
さ
ん　
　
（
下　

平
）

　
　
　
　
　
　
（
57
歳
）

　

河
﨑　

は
る
ゑ
さ
ん　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
97
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

富
永　

康こ
う

暉き

く
ん　
　
（
柳　

沢
）

�

（
渉
平
・
直
美
さ
ん
）

　

大
場　

そ
ら
ち
ゃ
ん　
（
横　

前
）

�

（
竜
介
・
み
ど
り
さ
ん
）

　

久
保
田　

ゆ
ふ
ち
ゃ
ん（
小
和
田
）

�

（
雄
大
・
淳
子
さ
ん
）

　

米
山　

結ゆ
い

花か

ち
ゃ
ん　
（
沖　

町
）

�

（
幸
司
・
明
日
香
さ
ん
）

確
定
申
告
に
便
利
な

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う

伊
那
税
務
署

TEL 

72
―
２
１
７
１

長
野
県
内
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

伊
那
労
働
基
準
監
督
署

TEL 

72
―
６
１
８
１

第
27
回
み
な
こ
い
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
す駒ヶ

根
市
役
所
総
務
部

企
画
振
興
課

TEL 

83
―
２
１
１
１（
内
線
２
４
３
）

　

今
年
の
「
み
な
こ
い
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
毎
年

駒
ヶ
根
駅
前
で
開
催
す
る
「
こ
ま
が

ね
国
際
広
場
」
を
使
わ
ず
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
催
し
を
行
い

ま
す
。

　
「
ひ
と
・
ま
ち
・
せ
か
い
を
つ
な

ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
方
々
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
や
世
界
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間

　

10
月
17
日（
土
）～
25
日（
日
）

▼
参
加
方
法

　

10
月
17
日
公
開
予
定
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
駒
ヶ
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野

県
最
低
賃
金
」
が
10
月
１
日
か
ら
時

間
額
８
４
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確

認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す

る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お
よ

び
家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
業
務
改
善
助
成
金
な
ど
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▼
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

TEL 

０
２
６
―
２
２
３
―
０
５
６
０

令
和
２
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
は

中
止
し
ま
す

伊
那
税
務
署

TEL 

72
―
２
１
７
１

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び
参
加

さ
れ
る
方
の
安
全
を
考
慮
し
、
例
年

開
催
の
年
末
調
整
等
説
明
会
は
中
止

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
令
和
２
年
分
年
末
調
整
関
係
の
主

な
改
正
事
項

　

詳
し
く
は
10
月
末
頃
発
送
さ
れ
ま

す
「
令
和
２
年
分
年
末
調
整
の
し
か

た
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
調
整
手
続
き
の
電
子
化

　
（
令
和
２
年
10
月
か
ら
）に
つ
い
て

　

10
月
以
降
の
年
末
調
整
に
お
い

て
、
従
業
員
が
給
与
支
払
者
に
提
出

す
る
控
除
申
告
書
に
書
面
で
添
付
し

て
い
た
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
に

代
え
て
保
険
会
社
か
ら
交
付
を
受
け

た
控
除
証
明
書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
添

付
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

▼
年
末
調
整
関
係
用
紙
に
つ
い
て

　

年
末
調
整
の
書
類
は
10
月
末
頃
の

発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
用
紙
に
不
足
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
当
該
用
紙
を
コ
ピ
ー
し
た
も

の
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
か
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.nta.go.jp/users/

gensen/nencho/ index.htm

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書

を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
だ
け
で
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
確

定
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
ご
自
宅
な
ど
か
ら

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
お
近
く
の

税
務
署
に
お
い
て
５
分
程
度
で
発
行

を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。
取
得
す
る
際
、
職

員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
さ
れ
る
ご

本
人
が
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
日
程
に
て
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
発
行
会
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
11
月
24
日（
火
）

　

伊
那
市
役
所　

３
階
３
０
３
会
議
室

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

▼
11
月
30
日（
月
）

　

駒
ヶ
根
市
役
所　

本
庁
２
階
大
会

　

議
室

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分



むらのできごと
９/９（水）　巡回バスで村内を周遊

　より多くのみなさんに巡回バスの利便性を知っていただ
くため、村営巡回バス「無料乗車の日」が実施されました。
　この日は、電車を見るために伊那大島駅に行くご家族
や、村内を周遊する方、望岳荘でテイクアウト弁当を購入
して帰る方など、多くの方に巡回バスをご利用いただきま
した。利用者は「普段は車を利用しており、なかなか巡回
バスに乗る機会がなかった。今回はいざという時のために
巡回バスの乗り方や行き先がわかったのでよかった。」な
どと話していました。
　次の ｢無料乗車の日｣ は11月10日（火）です。多くのみ
なさんのご利用をお願いします。

西小学校

9/14（月）　いつまでもお元気で
　令和２年度末時点で100歳・99歳・88歳を迎える
方々51人を対象に長寿祝賀訪問が行われました。99
歳および100歳の方々へは村長が、88歳の方々へは民
生児童委員が訪問し、国や県、村からの祝い金や祝い
品を手渡し長寿を祝いました。

９/29（火）・10/２（金）　小学校で稲刈りを体験しました

東小学校

西小学校 東小学校

　９月29日（火）に西小学校、
10月２日（金）に東小学校で
それぞれ５年生による稲刈
りが行われました。
　地域の方から稲の刈り方
を教わり、鎌を手にして注意
深く刈っていきました。最初
はおっかなびっくりでした
が、次第に慣れてきてだん
だん手際よく刈れるように
なってきました。
　収穫したもち米は、給食や
収穫祭などで振る舞われる
予定です。



９/19（土） 片桐保育園

９/12（土） 中川西小学校

私を育んだ陣馬形山　５・６年

たまいれ　１・２・３年はしって　ひろって　来入児

力を合わせて（綱引き）　連学年

Ｔ.Ｔ玉入れ（玉入れ）　１・２年 騎めつの令和（騎馬戦）　５・６年

入　場

全力疾走！！　３・４年

男子リレー　全学年代表

うさぎNinja 参上！
～親子修行の巻き～

うさぎ組

輝け！10人10色！　きりん組

みんなでポン！
りす・うさぎ・きりん組

おみこし入場

ジャンボリ・ミッキー！！　ゆり組

目指せ☆金メダル
ゆり・さくら・すみれ組

だって僕らは忍者のたまご！！　さくら組

明日にむかってバトンをつなげ！
さくら・すみれ組

うみへLet’ s go！！　りす組

　待ちに待った運動会が、みなかた
保育園は雨天のためサンアリーナで、
片桐保育園は園庭でそれぞれ開催さ
れました。この日に向けてたくさん
練習してきた成果をみんな元気いっ
ぱいに披露しました。

　小学校の運動会が晴天のうちに開
催されました。新型コロナウイルス
感染症対策として規模を縮小しての
開催となりましたが、当日は児童１
人ひとりが全力で取り組み、すばら
しい運動会となりました。

９/12（土） 中川東小学校

９/20（日） みなかた保育園

みなかた2020（かけっこ）
りす・うさぎ・きりん組

みんなの心に虹をかけよう　３・４年
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再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【10月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,832人（－10）	 2,291人（－4）	 2,541人（－6）	 	1,665世帯（－1）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

上下とも写真中央が原田さん

へ未来 なかがわ vol.30
― 高校生活はどうですか？

　入学した当初は友だちができるか不安
でしたが、友だちもでき、先輩も優しく、
高校はとても楽しいところだと思いまし
た！

― 今頑張っていることは何ですか。
　高校に入って始めた弓道を頑張ってい
ます。とても難しくて始めの方は全然引
けませんでしたが、先輩に指導していた
だいたおかげで当たるようになってきま
した。的に当たったときはとてもうれし
いです！

― 中川村の好きなところは何ですか。
　近所の方々が気さくにあいさつしてく
れたり、話しかけてくれたりするところ
です！

― 10年後どうなっていたいですか？
　まだ明確に将来の夢は決まっていませ
んが、結婚はしていたいです！

― 中川村の未来に一言お願いします！
　若い人たちが住みたくなるような活気
づいた村になっていてほしいです！

　中川中学校生徒会の最大行事であ
る牧ヶ原祭が、９月25日（金）、26
日（土）の２日間にかけて開催されま
した。
　 今 年45回 目 と な る 牧 ヶ 原 祭 の
テーマは「ACTION ～どんな時代
も人はつながれる～」。
　コロナ禍の中で例年とは違う特別
な牧ヶ原祭ですが、どんな時代で
あっても一人ひとりが行動し協力し
あうことで、今まで以上に盛り上げ
ようとの思いが込められています。
　準備から当日に至るまで、さまざ
まな場面で仲間の協力や支え合いを
通して絆を深め、すばらしい思い出
にすることができたのではないで
しょうか。

全力でACTION!! みんなで作り上げた牧ヶ原祭

●原
はら

 田
だ

 結
ゆ

紀
き

乃
の

 さん（八幡平）
飯田風越高等学校１年生（15歳）


